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幕張メッセ
2020年3月10日火～13日金
10：00～17：00（最終日は16：30まで）

held in

名　　　称 FOODEX JAPAN 2020（第45回 国際食品・飲料展） 会　　　期 2020年3月10日（火）～13日（金） 10：00～17：00（最終日は16：30まで）
開催概要 

早期出展
申込締切

通常出展
申込締切

出展ブース
料金支払期限

出展者説明会
（東京）
※会場レイアウト
（ブース位置）の
発表・会場運営
（案）などの説明を
行います。 ※搬入初日は主催者工事の

状況により搬入開始時間が
変更となることがあります。

15:00（予定）～18:00

8:00～18:00

搬入日

16:30～22:00（予定）
搬出日

10:00～17:00（最終日は16:30まで）
会期 3月10日（火）▶3月13日（金）

※9－11ホールは
　3月8日（日）8：00～※各申込期限（早期・通常）の翌

日よりキャンセル料が発生し
ますのでご注意ください。

各種申請書・
原稿提出期限
スマート装飾
プラン申込締切

●招待券
1ブースにつき、案内状・招待券・封
筒を100セット提供（追加は有料）。
●FOODEXJAPAN公式HPに
貴社情報を掲載
●基礎ブース（システムパネル仕様）
基礎ブースは、主催者側でブース番号
板、袖パネル（側壁）、バックパネル（後
壁）を統一して施工します（白色システムパネル・ビニールコーディング合板）。

●電気設備
1ブースにつき100V/300W容量までの一次側幹線工事は主催者が行
います。供給幹線はブース内まで配線し開閉器（ブレーカー）を設けます。

1ブース＝ 奥行2.7m × 間口2.7m × 高さ2.7m

ブース番号板 

2.7

2.7
2.7

背面パネル（白）
袖パネル（白）■出展料金に含まれるもの

基礎ブース

隣接ブースが無い場合（2面開放ブース）は、通路側に袖パネルはつきません。
社名板、床面カーペット、棚などブース内の装飾はつきません。
釘打ち・穴空け・切断などの加工を施すことはできません。

供給容量を超える幹線工事ならびに配電盤・コンセントなどの二次側（小間
内）電気工事、電気使用料は、出展者の負担となります。
（注）主催者側では、給排水・ガス設備の施工を行いません。
幹線工事および二次側（ブース内）配管工事と水道・ガス使用料は、出展者負担
となります。
ブースの装飾や、電気・水・ガス設備は出展者費用負担にて設営が必要です。

ブース位置については、以下を勘案のうえ、会場ゾーニング計画に沿って
事務局で決定いたします。なお、ブース位置の発表は出展者説明会
［2019年12月5日（木）］にて行います。
①ブース数・出展ゾーン  ②申し込み順   ③過去の実績（出展回数）  
④出展製品 ⑤実演の有無（水・ガス利用による工事） 
⑥その他各社の特記事項
※試飲・試食や実演で水道・ガスを利用の場合は、ガス容量や配管の都合により
ブースの位置が限られますのであらかじめご了承ください。

ブース位置の決定

出展料金以外に想定される費用
◆ブース装飾とレンタル備品
◆電気工事および使用料
◆水道・ガス工事および使用料、シンクなどのレンタル
◆会社名板

◆インターネット接続工事
◆当日アルバイトスタッフ
◆パンフレットなどの印刷物
◆展示製品・パンフレットの郵送/発送

※詳細の説明を希望される場合は、事務局までお気軽にお問い合せください。

［支払期限］ 2019年11月29日（金）
※期限内にお支払いのない場合は、出展を取り消しさせていただきキャンセル料を
お支払いただきますので、ご了承ください。

申込内容に基づき、事務局より請求書をお送りします。
請求書到着後、指定口座にお振り込みください。

出展料金の支払方法

出展申し込み後の出展取り消し、解約は原則としてできません。万一、
主催事務局の了解のうえ、申込者より取り消し、解約があった場合、下記
のキャンセル料をお支払いいただきます。下記期日内でブース数を減少
した場合も減少分のキャンセル料がかかりますのでご注意ください。

出展の取り消し（キャンセル規定）

※「広告・オプション」「出展者セミナー」等、他のキャンセルについても
　同上のキャンセル規定が適用されます。

税抜出展ブース料の50％

税抜出展ブース料の100％

キャンセル料期　　限

出展者説明会開催日以降

各申込期限（早期、通常）の翌日から出展者説明
会開催日前日

単価(税抜） 消費税（10％） 単価（税込）

会員外

会  員※
基礎ブース
のみ ￥350,000

￥320,000

￥35,000

￥32,000

￥385,000
￥352,000

2019年7月31日（水）まで早期申込 ※当日消印有効

申込期限

※会員は主催5団体の正会員および賛助会員を指します。

単価(税抜） 消費税（10％） 単価（税込）

会員外

会  員※
基礎ブース
のみ ￥400,000

￥370,000

￥40,000

￥37,000

￥440,000
￥407,000

2019年10月11日（金）まで ※当日消印有効通常申込

本展示会の開催期間最終日の消費税率を適用させていただきます。

2019年 2020年

お申し込み手順

（同封）

捺印・郵送不要！
WEB入力のみで
申込完了

事務局より
請求書を郵送します。
出展契約が完了です。

請求書

インターネット
から

入力の場合

出展申込書に記入の場合

※インターネットから入力できない場合ご請求ください。

出展申込書（契約書）に必要事項を記入・捺印してください。 出展申込書を事務局宛に郵送してください。

web 完了
ホームページ上で
申込内容を
入力してください。

開閉器（ブレーカー）開閉器（ブレーカー）

早期申込期限2019年　月　    日（水）7 31
通常申込期限

※規定ブース数に達した場合、早期に募集を締め切ることがございます。

2019年 　月　　日（金）10 11

https://www.jma.or.jp/foodex/

出展のご案内
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生まれ変わるアジアNo.1食品・飲料展示会 FOODEX JAPAN、
食に関わる社会課題を解決するテクノロジーを集中展示します！

FOODEX JAPAN 事務局　〒105-8522  東京都港区芝公園3-1-22
TEL :03-3434-3453  FAX :03-3434-8076　E-mail : foodex@jma.or.jp　URL :https://www.jma.or.jp/foodex

お問い合せ先

主  催



出展対象

食品工場・プラントソリューション

農産品加工

飲料加工 食肉及び水産加工

麺加工 菓子・製パン加工

● HACCP管理 ● 販売管理
● 生産管理 ● ピッキング
● AI/IoT  など

● 洗浄機 ● 精米・洗米機器 ● カッター
● スライサー ● 皮むき・芯取り機 ● 千切り機
● 選別機  など

食品輸送に係る、コールドチェーン物流サービス
● 冷蔵・冷凍保管 ● クール宅配サービス
● 冷蔵・冷凍輸送  など

新技術を活用した物流関連機器
● 冷凍自動倉庫 ● 保冷コンテナ・ボックス
● 冷媒装置  など

● 製麺機 ● 即席麺製造プラント
● パスタ製造機 ● 餃子・焼売・製造装置  など

● 飲料プラント ● 果汁飲料製造装置
● 搾汁機 ● 飲料充填機  など

● オーブン ● ミキサー ● 成形機
● デポジッター ● 蒸し器 ● コーティング機
● 製パンライン  など

● スライサー ● カッター ● ミキサー
● 成形機 ● 充填機 ● インジェクター
● タンブラー ● 魚体処理機
● 燻製・熟成室  など

日本を含む、世界90カ国以上の食品製造・加工・物流事業者・物流機器メーカーが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 テクノロジーを導入した課題解決を求めています！

生鮮食品（水産物・水産加工品）
麺
生鮮食品（野菜）

順位 製　品　名 出展社数 順位 製　品　名 出展社数
海外製品出展ランキング国内製品出展ランキング

22
33

11

社

社

社

社

社

社

社

109
100

85

社

社

社

ワイン・
スパークリングワイン

オリーブオイル
冷凍食品（野菜・果物）

22
33

11

社

社

社

社

社

社

社

447
124

97

社

社

社

和菓子・米菓

日本茶・麦茶

冷凍食品（水産物・水産加工品）

焼酎・日本酒

醤油・味噌

その他調味料

ハーブ・健康茶

4
5
6
7
8
9

10

79

65

63

54

50

50

42

スナック菓子

チョコレート

生鮮食品（野菜）

生鮮食品（肉・肉加工品）

チーズ・バター

オーガニック食品・飲料

加工乾物（ドライフルーツ等）

4
5
6
7
8
9

10

96

82

79

76

66

65

64

出典：一般社団法人 日本食品機械工業会　2017年食品機械調査統計資料より ※事業者からの聞き取り、HP等により国土交通省国際物流課にて作成（2019年4月現在）

食品機械・コールドチェーンの
主要ターゲットであるアジアからの来場多数！

出展者同士の商談が、
FOODEX最大の特徴の一つ！

国内販促も可能! 輸出向け訴求機会

日本が有する最新テクノロジーを駆使し、
海外へのビジネス展開が期待される食品機械とコールドチェーン業界

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

20172016201520142013201220112010200920082007

精米麦機械 0.7%
製粉機械 2.0%
製めん機械 12.1%

製パン・製菓機械
26.3%

醸造用機械 1.5%
乳製品加工機械 0.0%

飲料加工機械
23.2%

肉類加工機械 6.3%

水産加工機械 3.3%

その他の食品機械
24.7%

アジア
70.9%

中近東 0.7%

西欧 10.3%

ロシア・東欧 1.8%

北欧 12.7%
中南米 1.0%
アフリカ 0.8% 大洋州 1.8%

ロシア
英国
インド
オランダ
イスラエル
ブラジル
チリ
スウェーデン
エクアドル
モンゴル
アルゼンチン
ヨルダン
カンボジア

アラブ首長国連邦
ウルグアイ
フィンランド
レバノン
ペルー
スリランカ
スーダン
南アフリカ
バングラデシュ
マルタ
ネパール
デンマーク
マカオ

ルクセンブルク
モロッコ
ノルウェー
スロベニア
アルメニア
ブルキナファソ
コートジボアール
キューバ
ドミニカ共和国
東ティモール
エストニア
ジョージア
ギリシャ

その他の国・地域
ジャージー
ニュージーランド
パキスタン
ポーランド
ボリビア
カザフスタン
ハンガリー
ジャマイカ
リトアニア
オーストリア
チェコ
コスタリカ
イラン

ニューカレドニア
チュニジア
ウクライナ
ウズベキスタン
ベネズエラ
ブルネイ
ブルガリア
コロンビア
エジプト
ルーマニア
ベラルーシ
ガーナ
マン島

イラク
アイルランド
クウェート
リビア
マダガスカル
モルドバ
ミャンマー
オマーン
パプアニューギニア
ポルトガル
サウジアラビア
スイス
ウガンダ

（50音順）

食品機械の
主要輸出品目とマッチ！

最新テクノロジーを導入した食品製造・加工

高品質なコールドチェーン物流

食品機械の輸出入額推移（2017）

食品機械の地域別輸出構成比（2017）

食品機械の品目別輸出構成比（2017）

（百万円）

（年）

輸入額輸出額

商社・卸

外食・給食・中食

小売

官公庁・団体・専門家

ホテル・旅館・レジャー

生産者

報道関係者

FOODEX JAPAN
2019

 

社数：9,918社 

社数：9,263社 

社数：5,526社 

社数：4,196社 

社数：2,294社 

社数：1,694社 

社数：1,063社  

24,566名（30.5%）

17,186名（21.4%）

16,044名（19.9%）

11,799名（14.7%）

4,451名（5.5%）

3,781名（4.7%）

1,975名（2.5%）

624名（0.8%）

 
（前回：72,428名）

来場登録者数 名80,426

388名

14,937名 2,249名

20,278名 4,288名

993名

14,071名 1,973名

624名

10,844名 955名

124名
3,657名

4,063名

982名

国内来場登録者

海外来場登録者

海外来場登録者数

10,970名
（前回9,931名）

海外バイヤー来場国・地域 出展国・地域一覧

欧州・CIS

中　東 アフリカ

アジア・オセアニア

北中南米

アイルランド
アルメニア
イタリア
ウクライナ
ウズベキスタン
英国
オーストリア
オランダ
キプロス
ギリシャ
キルギス
クロアチア
ジョージア

ベルギー
ポーランド
モルドバ
ラトビア
リトアニア
ロシア
EU

アラブ首長国連邦
イスラエル
イラク
イラン
ヨルダン

ウガンダ
エジプト
エチオピア
ガーナ
コートジボワール
コモロ
ザンビア
スーダン

インド
インドネシア
オーストラリア
カザフスタン
韓国
カンボジア
サモア
シンガポール
スリランカ
タイ
台湾
中国
日本

アメリカ
アルゼンチン
ウルグアイ
エクアドル
カナダ
グアテマラ
コスタリカ
コロンビア

スイス
スウェーデン
スペイン
チェコ
デンマーク
ドイツ
トルコ
ノルウェー
ハンガリー
フィンランド
フランス
ブルガリア
ベラルーシ

チュニジア
ナイジェリア
ボツワナ
マダガスカル
南アフリカ
モザンビーク
レソト

ニュージーランド
パキスタン
バヌアツ
パプアニューギニア
バングラデシュ
フィリピン
ベトナム
香港
マーシャル諸島
マレーシア
ミャンマー
モンゴル

チリ
パラグアイ
ブラジル
ベネズエラ
ペルー
ボリビア
ホンジュラス
メキシコ

※海外出展者 アンケートより760社の海外出展者が国内出展者と商談韓国1位1位 中国2位2位 台湾3位3位 タイ4位4位 香港5位5位
アメリカ
イタリア
フランス
オーストラリア

6位
7位
8位
9位

マレーシア
スペイン
フィリピン
カナダ

10位
11位
12位
13位

インドネシア
ベトナム
シンガポール
メキシコ

トルコ
ドイツ
ベルギー

14位
15位
16位

18位
11位
20位

17位

94カ国・地域
から出展

98カ国・地域
から来場

国内外から飲料・製菓・生鮮・冷凍食品が多数出展しています！
飲料・製菓・生鮮の出展が多数

コールドチェーン提案の
機会が多い！

生鮮・冷凍食品の出展が多数

メーカー・　　
物流/運輸

FOODEX JAPAN
ならではの提案が可能！
FOODEX JAPAN
ならではの提案が可能！
ＯＥＭなど事業を展開している場合は、
加工品を合わせて展示することにより、

外食・小売といった
食品・飲料購買バイヤーへの

訴求も可能です！

ＯＥＭなど事業を展開している場合は、
加工品を合わせて展示することにより、

外食・小売といった
食品・飲料購買バイヤーへの

訴求も可能です！

出典：MIZUHO Research & Analysis no.12｢特集 成長市場ASEANをいかに攻略するか
　　  ̶多様性と変化がもたらす事業機会を探る̶｣より
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471
8,931

1.6倍

1.5倍

1,218
575

13,897 4,493

1,638

689
21,107

ＡＳＥＡＮ主要国の冷凍冷蔵食品市場の推移

主な日系物流事業者のASEANへのコールドチェーン展開について

（百万ドル）

（年）

2,349
2,474
1,529
1,154
954

3,288

3,154

2,983

2,680

4,820

4,212

5,256

シンガポール
マレーシア
ベトナム
インドネシア
フィリピン
タイ

・横浜冷凍 ・五十嵐冷蔵
・鴻池運輸 ・川崎汽船
・ニチレイロジグループ
・マルハニチロ
・日新 ・日成
・近鉄エクスプレス
・阪急阪神エクスプレス
・ヤマト運輸

・双日グループ
・国分グループ本社
・センコー ・日本通運
・両備グループ
・郵船ロジスティクス

ミャンマー
・鴻池運輸 ・日本ロジテム及び川崎汽船
・両備グループ ・SGHグローバル・ジャパン
・双日及び国分グループ本社 ・名糖運輸
・郵船ロジスティクス ・山九
・近鉄エクスプレス ・阪急阪神エクスプレス
・ヤマト運輸

ベトナム

・鈴与 ・近鉄エクスプレス
・阪急阪神エクスプレス ・郵船ロジスティクス

フィリピン

タイ

カンボジア
・郵船ロジスティクス

マレーシア
・ヤマト運輸 ・国分グループ本社
・郵船ロジスティクス
・山九 ・日立物流
・ニチレイロジグループ

シンガポール
・ヤマト運輸 ・SGHグローバル・ジャパン ・日本通運
・山九 ・鴻池運輸 ・近鉄エクスプレス
・阪急阪神エクスプレス ・郵船ロジスティクス

インドネシア
・阪急阪神HDグループ ・川西倉庫
・三菱倉庫 ・三井倉庫 ・セイノーホールディングス

日本が有する、最新テクノロジーを駆使した
コールドチェーン物流サービスによる、フードロスを
はじめとした社会課題の解決が求められています！


